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皆様、新年明けましておめでとうございます。 

一般社団法人札幌建設業協会の平成２8 年新年交歓会に、本日は、仕事始めで何かとお

忙しい中、このようにたくさんの皆様にお集まりいただき、ありがとうございます。 

①北海道開発局の本田局長 

②高橋はるみ知事をはじめ、 

③秋元札幌市長、 

④さらには北海道商工会議所連合会の高向会頭など、 

日ごろ、大変お世話になっております、各界、各層の皆様にもご出席を賜り、厚くお礼

申し上げる次第でございます。 

 

 昨年を振り返りますと、円安という風を受けて、外国人観光客の増加や個人消費の改善

などに支えられ、北海道の景気は緩やかに回復しているものの、国や道からの建設工事請

負金額は前年を下回るなど公共投資が減少し、建設業界としては大変厳しい年となりまし

た。 

このため、平成 28 年度の開発予算の増額や今年度の大型補正予算の確保について、私

自身としても、本田局長や高橋知事のお力をいただきながら、国などに強く働きかけを行

って参ったところです。 

 

私達建設業者が将来に向けて技術者や技能者をしっかりと確保育成し、地域住民の安

全・安心を守り、地域経済の一翼を担っていくためには、将来を見通せる公共事業予算を

安定的かつ継続的に確保していくことが必要であります。 

本日、通常国会が召集されましたが、この中で、平成 27 年度の補正予算が決定されま

すので、今後、各機関から発注される公共工事に、大いに期待しているところです。 

どうか、皆様方の更なるお力添えを賜るようよろしくお願い申しあげます。 

 

局地的な豪雨・暴風や巨大災害への対応などの課題も浮きぼりになりました。 

栃木県や茨城県における昨年 9月の「関東・東北豪雨」では３日間の降雨量が６００ミ

リを超える記録的な豪雨により、鬼怒川の堤防決壊など大小河川が氾濫し、甚大な被害が

もたらされたことは記憶に新しい出来事でありました。 

  

地域の安全・安心なくして経済発展はありえません。 

札幌は道都であり北海道の様々な中枢機能が集中していることから、札幌の機能が失わ

れることは北海道全体に大きなダメージを与えることになります。札幌市としては、国や

道さらには周辺の市町村と連携しながら、道央圏の強靭化に取り組む必要があると考えま



す。 

このため、当協会としても独自に検討を行い、昨年１１月に秋元市長に「国際防災都市

を目指して」と題した札幌市の強靭化に向けた提言をさせていただいたところであり、こ

れを参考にして、着実に安全・安心への取組みがなされていくことを期待するとともに、

我々としても、お手伝いができればと考えております。 

 

長年に及ぶ建設投資の大幅な減少と受注競争の激化により、建設業を取り巻く環境は大

変厳しく、建設業の担い手不足や老齢化など構造的な問題が深刻な状況となっていること

は皆様ご承知と思います。 

このため、国においては品確法など「担い手 3法」の改正を行い、昨年からその本格的

な運用が進められております。 

建設業の安定化や公共工事の品質確保に向けて発注者責務をしっかりと果たしていただ

くよう、実効性のある施策の推進などについてよろしくお願い申し上げます。 

 

一方、我々受注者の責務とされた労働環境の改善など、働きやすい職場の実現に努める

ととともに、建設業に興味や関心を寄せる若者を一人でも多く増やしていくことが重要と

考え、昨年には、体験型の現場見学会や親子見学会などの先進的な取組みとともにＰＲ漫

画第２弾として「ただ今工事中（土木編）」も編集したところであり、本年も、建設業のわ

かりやすい魅力発信やイメージアップなどの取組みについて、積極的に進めていく所存で

あります。 

 

 いよいよ本年は、待望の新幹線が 3月 26日に北海道にやってくる記念すべき年であり

ます。また、札幌建設業協会は、その前身である「札幌土木建築請負組合」が大正 5年に

設立され 100年目を迎える大きな節目となる年でもあります。 

 

 本年５月３０日にはこのホテルにおいて記念式典や祝賀会を開催するとともに、来月１

２日から地下歩行空間で開催予定の「工事写真展」をキックオフとして様々なイベントを

企画し、これまでの協会の歩みや活動を広く発信して参る考えですので、皆様からの変わ

らぬご支援、ご指導をお願い申し上げる次第です。 

 

結びになりますが、 

さる年は、悪いことがサル年で、幸せがやってくると言われております。 

本日ご参集の皆様やご家族のご健勝とご繁栄、会員企業のますますの発展を心からお祈

り申し上げますとともに、本年が実り多い 1 年となりますようご祈念申し上げ、私から

のご挨拶といたします。 

本日は、誠にありがとうございました。 
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